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愛媛県がん情報データベース計画の目的 
 
愛媛県がん診療連携協議会（協議会）・がん
登録専門部会は『がん登録で見る愛媛県の
がん診療』などのがん情報の集計事業を行
ってきたが、愛媛県が委託し協議会が行う
“事業”という枠組みで行ってきたため、“事
業集計”の枠を超える解析を求める医療者
等の要望に答えることが出来なかった。 
収集したがん情報をさらに積極的、有効に
利活用するため、新しい『個人情報保護法』
や『人を対象とする生命科学・医学系研究
に関する倫理指針』に適応した研究の枠組
みで、『がん登録で見る愛媛県のがん診療』
や東班 QI 研究に提出したデータを収集し
た愛媛県がん情報データベース（ECIDB）
を作成することが 2022 年 8 月の協議会役
員会で決定された。 

 
 
 
 
図 1.   愛媛県がん情報データ

ベース計画における情報の研究利用審
査の流れ 
 
新しい法規定の上では個人情報を含む
資料を利用した多施設共同研究の行い
方が整理された。そのため臨床研究に
なれていない病院を含む多数の病院が
参加する多施設共同研究を組織しやす
くなった。 

 
愛媛県がん情報データベース計画の仕組み 

 
協議会所属の全病院から施設責任者を立て
る多施設共同研究として、ECIDB の確立と
利活用の実現性を評価項目とする研究計画
/『愛媛県がん情報データベース計画』を作
成し、中央倫理審査委員会（四国がんセン
ター倫理審査委員会）から承認を受けた。
県内の院内がん登録データ、および東班QI
研究データは各施設長から承諾書を取り、
愛媛県 DB 計画に収載した。県内の多施設
から多職種（病理医、臨床医、統計家医師、
薬剤師、薬剤師、医事担当事務員、診療情報
管理士）で構成する ECIDB委員会がDBの
管理、運営を担当する。 
研究利用に関しては、まず ECIDB の利用
を望む申請者が、ECIDB 委員会に研究計画
書と共に利用を申請する。ECIDB 委員会は
提出された研究の妥当性を審査する。次に
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申請者が ECIDB 計画の付随研究として改
めて、四国がんセンター倫理審査委員会に
研究の承認申請を行う。この形は東班QI 研
究や北信がんプロをモデルとした。 
ECIDB の収集する情報は、これまで『がん
登録でみる愛媛県のがん診療』において収
集していた各施設の個人識別性の高い部分
を削除した院内がん登録データ（0 年およ
び予後付き 5 年データ）と東班 QI データ
である。いずれも各施設長の同意の下
ECIDB に移管される。2024 年の収集から
は、愛媛県がん診療推進病院の予後付きデ
ータおよび東班 QI データも追加される予
定である。 

 

図 2.愛媛県がん情報データベース計画に
おける収集情報と利用の概略 

 
愛媛県DB計画の現状 
 
協議会としては、さまざまな PDCA 活動の
指標を算出することが目的の一つではある
が、愛媛県はがん診療の県内完結性と拠点
病院の占有率が高いので、日本のがん診療
を評価する上でも有用な DB となることを
期待している。ホームページも公開し、利
用に関する提案受け付けている。 

 
図 3. 愛媛県がん情報データベースのペ
ージ（協議会 HP内） 

 
現在、ECIDB計画の第一事例として、拠点
病院におけるがんのセカンドオピニオンの
実施状況を明らかにする研究のデータ利用
申請が ECIDB 委員会・中央倫理審査委員
会で承認された。現在解析中である。 
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